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平成 23 年 3 月 31 日 

各      位 

 

 

親会社、主要株主である筆頭株主および主要株主の異動に関するお知らせ 
 
当社は、平成 23 年 3 月 31 日付けでエース証券株式会社（本社大阪市、取締役社長 乾 裕、以下「エース

証券」という）が、当社の親会社および主要株主である筆頭株主になりました。これに伴い、当社の主要株主で   

ある筆頭株主および主要株主に異動が発生しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

記 
 
１．異動が生じた経緯 

エース証券は、平成20年11月より当社と包括的業務提携関係にあり、同年11月および平成21年3月に当社が

発行した第１回および第２回の無担保転換社債型新株予約権付社債（劣後特約付）を総額８億５千万円保有し

ておりました。 
平成23年3月14日に開示いたしました通り、エース証券は包括的業務提携をより一層深化することで、経営

資源の有効活用、事業効率の向上等を図り、更なる利益の拡大に寄与することを目的として、同年3月31日付

けで新株予約権の権利行使を行ない、当社議決権の46.57%を所有する主要株主である筆頭株主になるととも

に、財務諸表等規則に規定する実質支配力基準に基づき、当社の親会社となりました。これに伴い、これまで

主要株主である筆頭株主であった当社代表取締役会長中村吉孝は、主要株主に該当しなくなりました。また、

これまで主要株主であった野村土地建物株式会社も主要株主に該当しなくなりました。 
 

 

２．異動する株主の概要 

（１）新たに親会社および主要株主である筆頭株主となった株主の概要 

(１) 名 称 エース証券株式会社 
(２) 本 店 所 在 地 大阪市中央区本町２丁目６番11号 
(３) 代表者の役職・氏名 取締役社長 乾 裕 
(４) 資 本 金 の 額 8,831,125 千円 
(５) 主 な 事 業 内 容 金融商品取引業 

資本関係 エース証券の子会社である（株）エース経済研究所（資本金

10,000千円）に対して、当社が2,000千円出資しております。 
人的関係 代表取締役社長をはじめ、３名の取締役がエース証券出身。 

当社代表取締役社長駒林秀雄が、(株)エース経済研究所の社外取

締役に就任しております。 

(６) 異動前の当社との関係 

取引関係 名古屋証券取引所への注文取次ぎ、商品の共同開発、(株)エース

経済研究所から情報提供等の取引があります。 

会 社 名 丸 八 証 券 株 式 会 社

代表者名 代表取締役社長 駒林 秀雄

 （ＪＡＳＤＡＱ・コード 8700）
問合せ先 執行役員ＩＲ担当 山田 寿男

電 話 052－307－0850 
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(７) 決算期 ３月 
(８) 上場取引所 非上場 

 

（２）異動前の主要株主である筆頭株主の概要 

(１) 氏     名 中村 吉孝 
(２) 住     所 名古屋市瑞穂区 
(３) 異動前の当社との関係 当社議決権の15.19％を所有する筆頭株主であり、当社代表取締役会長 

 

（３）異動前の主要株主の概要 

(１) 氏     名 野村土地建物株式会社 
(２) 住     所 東京都中央区日本橋本町１丁目７―２ 
(３) 異動前の当社との関係 当社議決権の10.90％を所有する主要株主 

 

 
３．異動の年月日   平成２３年３月３１日 
 

 

４．異動前後における当該株主の所有議決権の数および議決権の総数（総株主の議決権の数）に対する割合 

（１）エース証券株式会社 

 
議決権の数 

（所有株式数） 
総株主の議決権の 
数に対する割合※ 

大株主順位 

異動前 
（平成22年12月31日現在） 

0個 － － 

異動後 
17,416 個 

（17,416,666 株） 
46.57 ％ 第１位 

 

（２）中村 吉孝 氏 

 
議決権の数 

（所有株式数） 
総株主の議決権の 
数に対する割合※ 

大株主順位 

異動前 
（平成22年12月31日現在） 

3,034 個 
（3,034,000 株） 

15.19 ％ 第１位 

異動後 
3,034 個 

（3,034,000 株） 
8.11 ％ 第２位 

 

（３）野村土地建物株式会社 

 
議決権の数 

（所有株式数） 
総株主の議決権の 
数に対する割合※ 

大株主順位 

異動前 
（平成22年12月31日現在） 

2,177 個 
（ 2,177,000 株） 

10.90 ％ 第２位 

異動後 
2,177 個 

（ 2,177,000 株） 
5.82 ％ 第３位 

注１． 異動前の「総株主の議決権の数に対する割合」は当社が平成23年２月10日に提出した第69期第3四半期

決算報告書に記載の平成22年９月30日現在の総株主の議決権数である19,980個を分母としております。 
注２． 異動後の「総株主の議決権の数に対する割合」は上記の19,980個にエース証券の権利行使により発生す

る議決権17,416個を加えた37,396個を分母としております。 
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注３． 「総株主の議決権の数に対する割合」は小数点以下第三位を四捨五入しております。 

 

 

５．今後の見通し 
本件は、平成20年11月に当社とエース証券との間で締結した包括的業務提携をより一層深化することで、

経営資源の有効活用、事業効率の向上等を図り、更なる利益の拡大に寄与することを目的としており、エース

証券が保有する当社株券については、長期所有する旨を確認しております。 
当社は大阪証券取引所ジャスダック（スタンダード）に上場しており、今後も引き続き上場を維持する予定

でおります。 
本件の業績に与える影響につきましては、現時点では未確定につき、今後の事態の進展に応じて必要がある

場合には速やかに公表いたします。 
 
 

６．開示対象となる非上場の親会社等の変更の有無等 
今回の異動により、エース証券は当社の開示対象となる非上場の親会社に該当いたしません。 

 

以   上 

 


